
中
学
校

私
た
ち
の

私
た
ち
の 中

学
校

私
た
ち
の

私
た
ち
の

中
学
校

私
た
ち
の

私私私私
たたたた
ちちちち
のののの

道
徳
道
徳
道
徳道

徳
道
徳
道
徳

私
た
ち
の

私
た
ち
の

活
用
の
た
め
の
指
導
資
料

活
用
の
た
め
の
指
導
資
料

文
部
科
学
省

文
部
科
学
省

中
学
校

私
た
ち
の

私私私私
たたたた
ちちちち
のののの

道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳
道
徳

活
用
の
た
め
の
指
導
資
料

活
用
の
た
め
の
指
導
資
料

文
部
科
学
省

中
学
校

活
用
の
た
め
の
指
導
資
料

活
用
の
た
め
の
指
導
資
料



　
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
、
道
徳
教
育
用
教
材
「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
全
国
の
小
・
中
学
生
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
の
道
徳
」
は
、
道
徳
の
時
間
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
、
ま
た
、
家
庭
や
地
域
に
お
い

て
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
児
童
生
徒
が
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
自
ら
考
え
、
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
教
材
で
す
。

　
「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
等
で
活
用
い
た
だ
く
中
で
、
具
体
的
な
活
用
方
法
に
関
す
る
情
報
提
供
等
を
求

め
る
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
こ
の
た
び
、
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
趣
旨
の
理
解
を
図
り
、
よ
り
効

果
的
に
活
用
い
た
だ
く
た
め
の
手
引
き
と
し
て
、
「
『
私
た
ち
の
道
徳
』
活
用
の
た
め
の
指
導
資
料
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

本
書
に
は
、
道
徳
の
時
間
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
ま
た
、
学
校
と
家
庭
や
地
域
が
連
携
し
て
、

「
私
た
ち
の
道
徳
」
を
活
用
い
た
だ
く
に
当
た
っ
て
の
解
説
や
事
例
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
一
日
に
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
「
道
徳
に
係
る
教
育
課
程
の
改
善
等

に
つ
い
て
」
の
答
申
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
中
で
は
、
教
師
が
一
方
的
に
教
え
込
む
の
で
は
な
く
、
児
童
生
徒

が
互
い
の
意
見
を
交
流
さ
せ
る
言
語
活
動
や
表
現
活
動
等
の
多
様
な
指
導
方
法
を
通
じ
て
、
一
人
一
人
に
考
え
さ
せ
る
授
業

を
重
視
す
る
こ
と
な
ど
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
に
お
い
て
は
、
こ
の
答
申
や
今
後
の
制
度
改
正
等
の
動
向
も
見
据
え
な
が
ら
、
本
書
も
参
考
に
し
つ
つ
「
私
た
ち
の

道
徳
」
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
道
徳
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
多
大
な
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
作
成
協
力
委
員
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
対
し
ま

し
て
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま 

え 

が 

き

平
成
二
十
六
年
十
一
月

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長

           

小
　
松
　
親
　
次
　
郎
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■
「
私
た
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道
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概
要

第
一
章
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
当
た
っ
て

１
「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
つ
い
て

２
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用

３
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
促
す
「
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
」

４
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
促
す
「
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
」

■
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
内
容
の
構
成

第
二
章
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
事
例

１
―
（
１
）
調
和
の
あ
る
生
活
を
送
る

１
―
（
２
）
目
標
を
目
指
し
や
り
抜
く
強
い
意
志
を

１
―
（
３
）
自
分
で
考
え
実
行
し
責
任
を
も
つ

　
　
　
　
　

 

ネ
ッ
ト
将
棋

　
　
　
　自
分
を
深
く
見
つ
め
て

１
―
（
４
）
真
理
・
真
実
・
理
想
を
求
め
人
生
を
切
り
拓
く

１
―
（
５
）
自
分
を
見
つ
め
個
性
を
伸
ば
す

２
―
（
１
）
礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
適
切
な
言
動
を

２
―
（
２
）
温
か
い
人
間
愛
の
精
神
と
思
い
や
り
の
心
を

２
―
（
３
）
励
ま
し
合
い
高
め
合
え
る
生
涯
の
友
を

２
―
（
４
）
異
性
を
理
解
し
尊
重
し
て

２
―
（
５
）
認
め
合
い
学
び
合
う
心
を

　
　
　
　
　

 

言
葉
の
向
こ
う
に

２
―
（
６
）
人
々
の
善
意
や
支
え
に
応
え
た
い

　
　
　
　
　

 

帰
郷

　
　
　
　支
え
合
い
共
に
生
き
る

　
　
　
　生
命
を
考
え
る

３
―
（
１
）
か
け
が
え
の
な
い
自
他
の
生
命
を
尊
重
し
て

　
　
　
　
　

 

キ
ミ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
椿

３
―
（
２
）
美
し
い
も
の
へ
の
感
動
と
畏
敬
の
念
を

３
―
（
３
）
人
間
の
強
さ
や
気
高
さ
を
信
じ
生
き
る

　
　
　
　
　

 

二
人
の
弟
子

４
―
（
１
）
法
や
き
ま
り
を
守
り
社
会
で
共
に
生
き
る

　
　
　
　
　

 
二
通
の
手
紙

　
　
　
　一
人
一
人
が
守
る
べ
き
も
の
が
あ
る

４
―
（
２
）
つ
な
が
り
を
も
ち
住
み
よ
い
社
会
に

　
　
　
　
　

 

鳩
が
飛
び
立
つ
日

　―
石
井
筆
子
―

　
　
　
　社
会
に
目
を
向
け
、
社
会
と
関
わ
り
、
社
会
を
良
く
す
る
。

４
―
（
３
）
正
義
を
重
ん
じ
公
正
・
公
平
な
社
会
を

４
―
（
４
）
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
集
団
生
活
の
向
上
を

４
―
（
５
）
勤
労
や
奉
仕
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

４
―
（
６
）
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

　
　
　
　
　

 

一
冊
の
ノ
ー
ト

４
―
（
７
）
学
校
や
仲
間
に
誇
り
を
も
つ

４
―
（
８
）
ふ
る
さ
と
の
発
展
の
た
め
に

４
―
（
９
）
国
を
愛
し
、
伝
統
の
継
承
と
文
化
の
創
造
を

４
―
（
10
）
日
本
人
の
自
覚
を
も
ち
世
界
に
貢
献
す
る

　
　
　
　
　

 

海
と
空

　―
樫
野
の
人
々
―

　
　
　
　日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
真
の
国
際
人
と
し
て
世
界
に
貢
献
し
た
い

　
　
　
　情
報
社
会
の
光
と
影

　
　
　
　あ
な
た
の
身
近
に
い
じ
め
は
あ
り
ま
す
か

「
道
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の
内
容
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の
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年
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１
「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
つ
い
て

２
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用

３
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
促
す
「
道
徳
教
育
の
全
体
計
画
」

４
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
を
促
す
「
道
徳
の
時
間
の
年
間
指
導
計
画
」

6102228

5 4

第
一
章
　「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
活
用
に
当
た
っ
て

●
人
物
の
生
き
方
を
通
し

　て
、
自
己
の
生
き
方
を

　考
え
て
い
く
こ
と
が
で

　き
る
よ
う
に
、
先
人
、

　偉
人
や
著
名
人
の
メ
ッ

　セ
ー
ジ
や
格
言
な
ど
を

　豊
富
に
盛
り
込
ん
で
い

　る
。

■
「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
概
要

中
学
校

●
話
合
い
を
通
し
て
、
自

　分
の
考
え
を
深
め
、
自

　ら
の
成
長
に
気
付
い
て

　い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

　う
に
、
話
合
い
の
題
材

　を
豊
富
に
盛
り
込
ん
で

　い
る
。

小
学
校
五
・
六
年

●
身
近
な
人
々
と
温
か
い

　人
間
関
係
を
築
い
て
い

　く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

　に
、
家
族
や
友
達
な
ど

　身
近
な
人
と
の
関
わ
り

　に
関
す
る
内
容
を
豊
富

　に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

小
学
校
三
・
四
年

●
家
庭
と
連
携
し
て
、
児

　童
の
豊
か
な
心
を
育
ん

　で
い
く
こ
と
が
で
き
る

　よ
う
に
、
家
の
人
か
ら

　の
書
き
込
み
欄
を
豊
富

　に
設
け
て
い
る
。

小
学
校
一
・
二
年

160
ペ
ー
ジ

176
ペ
ー
ジ

192
ペ
ー
ジ

240
ペ
ー
ジ

表紙各冊子の特徴 読み物
資料数 ページ数

12
編

12
編

13
編

9
編



　「
私
た
ち
の
道
徳
」
は
、
「
心
の
ノ
ー
ト
」
を
全
面
改
訂
し
た

も
の
で
あ
り
、
児
童
生
徒
が
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
自
ら
考
え
、

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
作
成
し
た
道
徳

教
育
用
教
材
で
あ
る
。

○
道
徳
の
時
間
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
、

　ま
た
、
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
も
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

○
学
習
指
導
要
領
に
示
す
道
徳
の
内
容
項
目
ご
と
に
「
読
み
物
部

　分
」
と
「
書
き
込
み
部
分
」
と
で
構
成
し
て
い
る
。

○
児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
を
踏
ま
え
、
先
人
等
の
名
言
、
偉
人

　や
著
名
人
の
生
き
方
に
関
す
る
内
容
を
多
く
取
り
上
げ
る
と
と

　も
に
、
い
じ
め
の
問
題
へ
の
対
応
や
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
、

　情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
内
容
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

⑴ 

趣
旨

2 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
趣
旨
と
特
徴

　「
私
た
ち
の
道
徳
」
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
す
道
徳
の
内
容

項
目
ご
と
に
「
読
み
物
部
分
」
と
「
書
き
込
み
部
分
」
と
で
構
成

し
て
い
る
。

　中
学
校
の
冊
子
で
は
、
各
内
容
項
目
を
六
ペ
ー
ジ
構
成
と
し
て

い
る
。
一
ペ
ー
ジ
目
で
内
容
を
簡
潔
に
示
し
、
二
か
ら
四
ペ
ー
ジ

目
に
は
各
教
科
や
特
別
活
動
等
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、

　
　こ
の
記
載
に
基
づ
い
て
、
「
規
律
あ
る
生
活
が
で
き
、
自
分

　の
将
来
を
考
え
る
こ
と
」
「
人
間
関
係
の
理
解
」
「
自
他
の
生

　命
の
尊
重
」
「
法
や
き
ま
り
の
意
義
の
理
解
」
「
主
体
的
に
社

　会
の
形
成
に
参
画
す
る
こ
と
」
「
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人

　と
し
て
の
自
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と

　関
連
し
た
重
点
化
に
関
わ
る
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

④
特
設
ペ
ー
ジ

　
　情
報
モ
ラ
ル
、
い
じ
め
の
問
題
に
関
す
る
特
設
ペ
ー
ジ
を
設

　け
た
。
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
内
容
項
目
を
通

　し
て
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
情
報
化
が
進
み
顕
在
化
し

　て
き
た
問
題
の
重
大
性
か
ら
も
、
別
に
項
目
を
立
て
て
示
し
た
。

　い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
各
内
容
項
目
に
お
い

　て
も
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
い
る
。
道
徳
の
時
間
だ
け
で
な
く
、

　各
教
科
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

　る
。

3 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
構
成

⑵ 

特
徴

１ 

「
私
た
ち
の
道
徳
」
作
成
の
背
景

　教
育
再
生
実
行
会
議
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
の
第
一
次
提
言

に
お
い
て
、
い
じ
め
の
問
題
が
深
刻
な
事
態
に
あ
る
今
こ
そ
、
心
と

体
の
調
和
の
取
れ
た
人
間
の
育
成
の
観
点
か
ら
、
道
徳
教
育
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
の
抜
本
的
な
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
新
た
な
枠
組
み
に
よ
っ
て
教
科
化
す
る
こ
と
を
提
言

し
た
。
あ
わ
せ
て
、
国
及
び
教
育
委
員
会
の
役
割
と
し
て
、
心
の
豊

か
な
成
長
を
育
み
、
よ
き
行
動
を
引
き
出
す
道
徳
教
育
が
実
践
さ
れ

る
よ
う
、
教
員
の
指
導
力
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
、
さ
ら
に
、
学
校

に
お
け
る
道
徳
教
育
の
教
材
と
し
て
、
具
体
的
な
人
物
や
地
域
、
我

が
国
の
伝
統
と
文
化
に
根
ざ
す
題
材
や
、
人
間
尊
重
の
精
神
を
培
う

題
材
な
ど
を
重
視
す
る
こ
と
な
ど
も
提
言
し
た
。

　こ
う
し
た
提
言
を
踏
ま
え
て
、
平
成
二
十
五
年
三
月
に
文
部
科

学
省
に
設
置
さ
れ
た
「
道
徳
教
育
の
充
実
に
関
す
る
懇
談
会
」
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
道
徳
教
育
の
成
果
や
課
題
を
検
証
し
つ
つ
、

「
心
の
ノ
ー
ト
」
の
全
面
改
訂
や
新
た
な
枠
組
み
に
よ
る
教
科
化

の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
幅
広
く
検
討
を
行
っ
た
。

　こ
の
う
ち
、
「
心
の
ノ
ー
ト
」
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
道
徳
の

時
間
を
は
じ
め
と
す
る
授
業
で
よ
り
活
用
し
や
す
い
も
の
へ
と
改

善
す
る
観
点
か
ら
、
本
懇
談
会
の
下
に
設
置
し
た
「
心
の
ノ
ー
ト

改
訂
作
業
部
会
」
に
お
い
て
、
全
面
改
訂
の
作
業
を
行
い
、
名
称

を
「
私
た
ち
の
道
徳
」
と
改
め
た
。
「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
、
全
国
の
小
・

中
学
生
へ
の
配
布
を
行
っ
た
。

四校＝14.11.11

第１章●「私たちの道徳」の活用に当たって

１ 
「
私
た
ち
の
道
徳
」
に
つ
い
て

①
読
み
物
資
料
ペ
ー
ジ

　
　読
み
物
資
料
は
、
重
点
化
に
係
る
内
容
項
目
を
中
心
に
九
編

　掲
載
し
た
。
内
容
的
に
も
読
み
応
え
が
あ
り
、
深
く
考
え
る
こ

　と
の
で
き
る
読
み
物
資
料
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

②
内
容
項
目
に
関
わ
る
読
み
物
等
の
ペ
ー
ジ

　
　内
容
項
目
に
関
わ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ
ラ
ム
、
写
真
や
イ
ラ

　ス
ト
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

　児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
も
考
慮
し
つ
つ
、
よ
り
適
切
な
も
の

　と
な
る
よ
う
配
慮
し
た
。

③
重
点
化
ペ
ー
ジ

　
　指
導
内
容
の
重
点
化
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領

　の
道
徳
の
「
第
3

　指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」
に

　次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　各
学
校
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
発
達
の
段
階
や
特
性
等
を
踏
ま

え
、
指
導
内
容
の
重
点
化
を
図
る
こ
と
。
特
に
、
自
他
の
生
命
を

尊
重
し
、
規
律
あ
る
生
活
が
で
き
、
自
分
の
将
来
を
考
え
、
法
や

き
ま
り
の
意
義
の
理
解
を
深
め
、
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に
参
画

し
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
身
に
付
け
る

よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
に
配
慮
し
、
生
徒
や
学
校
の
実
態
に
応
じ

た
指
導
を
行
う
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
ま
た
、
悩
み
や
葛
藤
等
の

思
春
期
の
心
の
揺
れ
、
人
間
関
係
の
理
解
等
の
課
題
を
積
極
的
に

取
り
上
げ
、
道
徳
的
価
値
に
基
づ
い
た
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に

つ
い
て
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

⑴ 

読
み
物
部
分

P.44～45

P.146～147

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
素
材
な
ど
を
配
し
た
。
主
に
、
五
ペ
ー

ジ
目
に
人
物
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ
ラ
ム
な
ど
を
、
六
ペ
ー
ジ
目
に

は
格
言
・
名
言
等
を
配
置
し
た
。

か
っ 

と
う
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